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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中堅看護師の教育力育成を目指したアクティブラーニング型研修プログ
ラムを作成し、中堅看護師の教育力深化を目指した効果検証した。
　「中堅看護師の教育力」を概念分析し、この結果より「中堅看護師の教育力評価尺度」（19項目・4因子）を
作成した。その尺度を用いて、中堅看護師の教育力を育む教育研修プログラム開発し、医療機関に勤務する中堅
看護師を対象に実践した。その結果、「課題解決に向けて挑戦する力」への効果がみられるが、「相手に合わせ
て指導する力」や「相手を尊重してコミュニケーションをとる力」は研修後に低下するなど、さらに研修内容や
研修方法について検討の余地があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed an education and training program based on 
active learning to develop the educational skills of mid-career nurses, and verified its 
effectiveness.
We conducted a conceptual analysis of the educational ability of mid-career nurses, and based on the
 results, we created a scale for evaluating the educational ability of mid-career nurses (19 items, 
4 factors). Using this scale, we developed an education and training program to develop the 
educational skills of mid-career nurses, and implemented it for mid-career nurses working at medical
 institutions. As a result, the effect on " Ability to take on challenges to solve problems " was 
observed, but the "Ability to lead others according to their individual traits " and " Ability to 
communicate with others with respect " declined after the training, suggesting that there is room 
for further consideration of the content and method of training.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　中堅看護師は、看護実践力や自己教育力を備え、専門職の役割モデルとして、後輩看護師や看護学生に影響を
与えるキャリア形成が期待されているが、看護職の組織全体の教育を担う人材育成について十分に体系化されて
ない中、中堅看護師に求められる指導力に関わる教育力を評価する測定尺度の開発、そして教育力の強化を目指
した教育プログラムを作成することができたことは意義があると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 中堅看護師（Benner,2005）は、看護実践力や自己教育力を備え（日本看護協会,2010；戸
田,2016）、専門職の役割モデルとして、後輩看護師や看護学生に影響を与えるキャリア形成が期
待されている（平井,2009）。しかし、看護師のキャリアラダーでは、看護職の組織全体の教育を
担う人材育成については十分に体系化されてはなく、キャリア支援が不足している状況である。 
(2) 中堅看護師世代は、出産や子育てや家族の健康問題や介護といったライフイベントのほか、
職場環境のストレスと役割期待への負担感などがキャリア中断の要因となっている（下川,2015;
瀬川,2010）。この状況は、先進諸国における中堅看護師の離職から看護師不足が医療の質に影響
をもたらすと危惧されている（Aiken,2002；Tourandeau,2002）。 
(3)中堅看護師のキャリア支援は、研修参加率の確保をはじめ企画や運営に困難さの報告（井
上,2015；奈良県看護協会,2014）、中堅看護師の看護実践能力はプラトー（停滞）現象が生じや
すく（辻,2007）、とくに指導、評価、調整、交渉、分析に関するスキルの習得の伸びにくさが指
摘され（小澤,2012）、課題解決など論証能力に基づくプログラム開発は意義がある。 
 
２．研究の目的 
(1) 中堅看護師の教育力につういて概念分析を行い，その構成概念と定義を明らかにする。 
(2) 看護職のキャリア育成における「教育を実践する能力」を測定できる評価尺度を開発する。 
(3) 中堅看護師の教育力を高めるアクティブラーニング（active learning）の考え方に基づく
研修プログラムを作成し、このプログラムで学ぶ効果を(1)で作成した中堅看護師の教育力の視
点で有効性を検証する。 
 
３．研究の方法 
本研究における中堅看護師は、Benner の考え方を反映して、管理職を除く臨床経験５年以上

の看護師および助産師と定義して扱う。 
(1) フェイズ１ 中堅看護師の教育力に関する概念分析 
データベース医学中央雑誌 Web 版より、2000 年から 2019 年 8 月時点の「中堅看護師」と「教

育」をキーワード検索し、目的に合う文献 31 件を抽出し、Rodgers の手法を用いて分析した。 
(2) フェイズ２ 中堅看護師の教育力測定尺度の開発 
フェイズ１で得られた中堅看護師の教育力の概念分析をもとに 51 項目の評価尺度を作成し、

内容妥当性を検討後、Ａ県内 200 床以上の３医療機関の中堅看護師 740 名を対象に調査した。項
目分析後に探索的因子分析をおこない、信頼性と妥当性を確認した。 
(3) フェイズ３ 中堅看護師の教育力向上を目指した研修プログラムの効果検証 
 臨床経験 5年以上の看護師と助産師に向けて中堅看護師の教育力を高める研修会（全４回）を
開催し、参加した 45 名を調査対象とした。研修は、第 1回：成人学習理論や学習障害に関する
講義、第 2回：アクティブラーニング体験を通した学習支援方法の講義と演習、第 3・4回：教
育指導方法の運営計画立案・発表で構成し、オンデマンドと対面で実施した。データ収集方法は、
第 2 回の研修前、第 4回の研修後、研修 2 か月後の計 3回調査票に回答してもらった。調査項目
は中堅看護師の教育力評価尺度（19 項目）を用い、回答肢は 5件法とした。分析は、3回の経時
的変化をみるために反復測定による分散分析または Friedman 検定、Bonferroni 法を用いた多重
比較を行った。 
 
研究成果 
(1) 中堅看護師の教育力に関する概念分析 
属性には【看護実践モデル】【指導方略】【対人関係】【役割遂行】【問題解決行動】【自己研鑽】、

先行要件は【看護の中核的存在】【キャリアデザインの認識】【成人学習者の特性】【組織支援体
制】、帰結は【専門性の高い看護の提供】【キャリアデザインの促進】【成人学習者としての向上】
【役割遂行の向上】を抽出した。 
中堅看護師の教育力とは、「現場における看護実践モデルとして、指導方略を用い，対人関係

を構築して役割を遂行する中で問題解決に取り組むことで獲得する能力である。また、問題解決
行動を繰り返し用いながら自己研鑽に努めることで向上できる能力である。」と定義した。 
(2) 中堅看護師の教育力測定尺度の開発 
 159 名を有効回答とした。探索的因子分析は 19 項目で４因子【チームをつくる力】【相手に合
わせて指導する力】【相手を尊重してコミュニケーションをとる力】【課題解決に向けて挑戦する
力】を抽出した。確証的因子分析は、Goodness of Fit Index （GFI）＝.856、Adjusted Goodness 
of Fit Index （AGFI）=.813、Comparative Fit Index （CFI）=.915、Root Mean Square Error 
of Approximation （RMSEA）=.067 だった。本尺度と「新人看護師教育担当者能力自己評価票
Ver.1」および「ヒューマンスキル尺度」間に中～高い相関があった （r=.637; r=.822, p<.01）。
クロンバックα係数は項目全体と各因子で.727～.899 だった。 
中堅看護師の教育力評価尺度の信頼性・妥当性を確認することはできた。ただし、本研究には



再現性と交差妥当性を検証できてはおらず、また回収率が低いことから信頼性や妥当性への影
響は否めない点は限界ではあるが、中堅看護師が教育を実践する力を向上できる研修プログラ
ム効果の評価には活用できると判断した。 
(3) 中堅看護師の教育力向上を目指した研修プログラムの効果検証 
有効回答は 3回の調査に回答し欠損値のない 26 名とした。19 項目全てにおいて、研修前の平

均点が 3.50 以上、中央値が 4.00 以上だった。3回の経時的変化は、19 項目合計点では有意差が
なかった。項目「自分を振り返ることで新たな目標を掲げている」は、平均点が研修前より研修
後に低下したものの、研修 2か月後は研修前より上昇した（p=0.017）。一方、項目「相手の気づ
きや判断を引き出している」は、平均点が研修前より研修後に上昇したものの、研修 2か月後に
は低下した（p=0.043）。また、「相手が発言するまで自分の意見を述べずに待っている」は、研
修前と研修 2 か月後の平均点が他の項目より最も低く、研修 2 か月後は研修前より平均点が低
下した（p＞0.05）。 
 本研修プログラムを実施した結果より、自分を振り返り「課題解決に向けて新たな目標へ挑戦
する力」の向上に効果がみられた。しかし、「相手に合わせて指導する力」や「相手を尊重して
コミュニケーションをとる力」については研修２か月後にポイントの低下がみられた。この結果
より、開発した中堅看護師の教育力を高める研修プログラムは教育力の一部に効果がみられる
も、さらに研修内容や研修方法について検討の余地があることが示唆された。 
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